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は じめ に

　こ の 発表 は 、 文部科学省 科学研究費補助金 ・ 基盤研究 （C） （平成 19年 〜 21 年 ） 「大学 ライ

テ ィ ン グセ ン ター
の 構築 と運営 に関す る研 究 一EFL の 視点か ら」

’

の 研 究初年 度 の 調 査 結 果 を

発表 す る こ とを 目的 とす る。

研究の 目的

　近年、コ ン テ ン トを中心 に英語で 授業 を展開す る （conte 皿t−based　instruction）大 学が増 えて い

る。 こ れ らの 授業 で は 、読解 、 聴解、発 表 な ど の 言 語 活 動 ととも に 、 英語で の レ ポ ー
トや リ

サ ー
チ ペ ーパ ー が 必 須 とな っ て い る こ とが 多い 。 しか し 、 日本 語 を母 語 とす る英語学習者 に

と り
、 大学 レ ベ ル で の 英語 ライ テ ィ ン グが容 易 で な い と報 告す る 研 究 は 数多 い （Bamford ，

1993；Gersuch ，
1998，2001）。 そ の 要 因 と して 、 大 学で 求 め られ る ライ テ ィ ン グカ と中学、高校

で 学ぶ ラ イ テ ィ ン グに 大 きな乖離 が あ る こ とが 挙げ られ て い る 。 ほ とん どの 日本 の 中学 ・
高

校で は 、 英文 ラ イ テ ィ ン グ とは与 え られた 日本語 を 英文に 訳す こ とを意味 し、 自 ら主体的 に

メ ッ セ ージ を伝 える ライ テ ィ ン グは と りあげ られ て い ない （Hirose，
2001）。ま た 、 中 学

・
高校

で 求め られ る の は 、数セ ン テ ン ス 単位の ライ テ ィ ン グ で あ り、パ ラ グ ラフ す ら英 文 を書 く こ

とな し に 大学に 入 学 して い る学生 も多い （Cornwell＆ McKay
，
　2000）。

　これ らの 学生 が 大学 レ ベ ル で 求め られ る レ ポ ー
トや リサ

ー
チ ペ ーパ ーを英語 で 作成す る 際

に は 、 授業で の
一

対 多 の 指 導で は 限界が あ り、課 外 の 個別 指導 が不 可欠 で あ る 。 米 国の 大学

で は 1940年代か ら学内 に ライ テ ィ ン グセ ン タ
ー

が 設 立 され 、学生 の 英文 ライテ ィ ン グ向上 に

大 い に 貢献 して きた （Bewer，
　Kiser

，
　McMurtry

，
　Millsaps＆ V 跏 de　Brake，2002）。 しか し、米国 の 大

学 ライ テ ィ ン グセ ン ター
は 、 英語 を第二 言語 と して 学ぶ 学 生 （E皿glish　as 　a　secQnd 　language：

ESL ）を対象 と して お り、教科 と して 英語 を学び 、教室外で は英語 と接 触す る機会が ほ とん ど

な い EFL （English　as 　a　foreign　language）環境下 で の 日本 で 、そ の シ ス テ ム をそ の まま 導入 す る

こ とは適切で は ない D

　本研究で は 、  EFL ／ESL 環境下 に あ る 国内外 の 大 学の ライ テ ィ ン グセ ン ター の 役 割 と機 能

の 系統 だ っ た調 査 と分 類 を行 うこ と 、   日本 の 大学 に適 した ライ テ ィ ン グセ ン タ
ー

の 構築 と

運 営 の 分析 を行 うた め に
、 事例研 究 と して 、 ラ イテ ィ ン グセ ン ター を質的及 び量 的な研究手

段 を用 い て 多面 的 に 検証 し、学生及 び教 員か らみ た望 ま し い ライ テ ィ ン グセ ン ター の あ り方

の 分析 を行 うこ と、  上 記 の   と  に基づ き 、
ア カ デ ミ ッ ク な英語 の 習得 を大学で 推進 す る

際 に 、 今後 ます ま す 需 要 が 増大す る と予 想 され る 日本 の 大学で の ライ テ ィ ン グセ ン タ
ー

の 役

割 と構 築 につ い て 分析 を行 う こ とをめ ざす 。
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本研究発表 の 目的

　本研 究発表で は 、 全 体計画 の うち 、 EFLIESL 環境下 にあ る国 内外 の 大学の ライ テ ィ ン グセ

ン タ
ー

の 役割 と機 能の 調査結果 に っ い て 報告 す る 。

方法 ・結果

　EFL／ESL 環境 下 に あ る 国内 外 の 大学 の ライ テ ィ ン グセ ン ター に対 して 、 イ ン タ ビ ュ
ーや観

察、ア ン ケ
ー トな どを用 い て 、 多角的な角度か らデ

ータ を収集 した 。

調 査対象 とした ラ イテ ィ ン グセ ン タ
ー

は 、 以 下の 通 りで あ る 。 （五 十音順）

　　　・ 大阪 女学院大学

　　　・ 上 智大 学

　　　・ 東 京 大 学 （駒場 キ ャ ン パ ス ）

　　　・ 早稲 田 大学

　結果は 、各 ラ イ テ ィ ン グセ ン タ ーの 特徴 と類似 ・相違 点 を 中心 に 報告す る 。 また 、 海外 の

大 学 ラ イ テ ィ ン グセ ン タ
ー

（韓国、シ ン ガ ポ ー
ル 、ア メ リカ 等） に つ い て もあ わせ て発 表す

る予 定で あ る。
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